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会 議 録 

１ 会議名 

 令和 5 年度第 7 回柿崎区地域協議会 

２ 議題(公開・非公開の別) 

⑴ 報告事項（公開） 

・保育園の今後の方向性に関する意向調査の結果について 

・(仮称)かきざき空き家利活用推進協議会 第 4 回設立準備委員会の協議結果 

について 

・第 1 回まちづくりフォーラム実行委員会の開催結果について 

・令和 4 年度の柿崎マリンホテルハマナスにおける市及び指定管理者の収支状 

況等について 

⑵ その他（公開） 

３ 開催日時 

令和 5 年 10 月 17 日（火）午後 6 時 00 分から午後 6 時 52 分まで 

４ 開催場所 

柿崎コミュニティプラザ 3 階 305～307 会議室 

５ 傍聴人の数 

0 人 

６ 非公開の理由 

なし 

７ 出席した者（傍聴人を除く) 氏名（敬称略) 

・委 員： 貝谷雅子、

小出祥世、小山慶、武田正教、中村誠、  

・幼児保育課：小山課長 

・事務局：柿崎区総合事務所 新部所長、小林次長、石澤次長、 

五十嵐産業グループ長、田原建設グループ長、 

池田市民生活・福祉グループ長、小林教育・文化グループ長、 
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熊木地域振興班長、大場主査 

８ 発言の内容（要旨） 

【小林次長】 

・地域協議会の開会を宣言。 

・岩野秀樹委員、 の欠席を報告。 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 2 項の規定により、委員の半数

以上の出席を確認、会議の成立を報告。 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 1 項の規定により、会議の運営

は会長が行う旨を説明。 

 

・会長挨拶。 

 

・4 報告事項⑴保育園の今後の方向性に関する意向調査の結果について、幼児保

育課から説明をお願いする。 

【小山課長】 

・資料1により、保育園の今後の方向性に関する意向調査の結果について説明。 

 

 ・アンケート結果について報告があった。年度内に第四期の基本計画を策定す

るという心強い発言があった。委員の皆さんで質問等があったら挙手願う。 

 ・小山委員。 

【小山委員】 

 ・概ね賛成という結果となり安心している。しかし、賛成の方も反対の方の意

見を持ちながらも賛成としていただけたと思うため、慎重に進めていただき

たい。今後の進め方について、もし分かっていることがあれば教えていただ

きたい。 

【小山課長】 

 ・今後の進め方は、この意向調査の結果を踏まえ、4 園統合で良いのか悪いの

かの判断を市で最終決定した後、再度、保護者へ説明に入り、市の考え方に

ついて改めて説明したいと考えている。地域協議会からは、4 園統合という
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ことで意見をいただいており、その方向で向かうということであるが、市と

しても最終の意思決定をした上で、保護者の皆さんへ説明に入りたいと考え

ている。その説明の前後になるか、同時になるか、整理が必要となるが、建

設場所についても市の考えを持ちつつ保護者の皆さんから意見を伺う中で、

場所の選定に向かっていきたいと考えている。 

・また、民間移管をするか、しないか、どの様にするかというところについて、

民間事業者の意向を確認中である。柿崎区内だけでなく、市内の他の枠組み

についても、今、私立保育園を運営している社会福祉法人等の意見、意向を

確認中であり、どの様な意向が出るかにより、どの様に進めるかについて内

部で意思決定した上で、保護者の皆さん、地域協議会の皆さん、町内会の皆

さんにも、市の考え方を示したうえで、ご意見をお聞ききしたいと考えてい

る。 

・計画について、先ほど年度内と申し上げたが、できるだけ早くということも

考えており、可能であれば年内、遅くとも年度内の策定に向けて、準備を進

めたいと考えている。 

 

 ・他の委員で何か質問等はないか。 

  （なし） 

 ・私の方から一つお聞きしたい。意向調査は、全保護者に質問をして回答いた

だいたものか。 

【小山課長】 

 ・意向調査は、全保護者にアンケートをお配りし回答いただいた。きょうだい

が 2 人いれば、回答は 1 つとなり、園児数とは必ずしも一致しないという状

況になっている。世帯で 1 回答という考え方で回答いただいた。 

 

・保護者全員か。上下浜保育園が賛成・やや賛成で 100％とは驚きである。 

・他に質問等はないか。 

  （なし） 

・それではこれで、意向調査の結果についての報告を終了する。 

・次に⑵ (仮称)かきざき空き家利活用推進協議会 第 4 回設立準備委員会の協 



- 4 - 

議結果について、蓑輪委員長から報告をお願いする。 

【蓑輪委員】 

・設立準備委員会は、昨日行われ資料が間に合わないため、口頭で報告する。 

・会則（案）の名称については、かきざき空き家利活用協議会となった。 

・通称については、市民の皆さんに広報も兼ねて公募という形で募集し、年度内

に予定している設立総会で決定することになった。 

・事務所の場所については、古田組ということでこれまで報告してきたが、会員

は建設業、建築業関係者となることから、第三者的な場所の方が良いのではな

いかという助言等意見があり、案として柿崎商工会に調査及び検討をしていた

だいているところである。 

・事業の実施区域については、将来を見据えた場合、柿崎区だけでなく頸北地域、

上越市全体となるが、立ち上げの段階では柿崎区だけとし、事業が軌道に乗っ

てきた段階で実施区域を広げるという方向性で一致した。 

・オブザーバーの他に専門的な知識や経験を持って補佐や指導に当たる顧問の職

を設けることで決定した。 

・予算については、事務局から予算（案）の協賛金、事務所を商工会に置く場合

の事務局費、令和 7 年度以降の収支等の修正箇所の説明があり、また、観光協

会から役員会で協賛金を出すという承認を得たとの報告があった。 

 ・設立趣意書、会員及び協賛金募集依頼文書及びチラシの内容について決定した。 

 ・会員及び協賛金の募集方法については、広報周知するための様々な手段を講じ

ることとなった。11 月末に協賛金募集依頼文書及びチラシを柿崎区内に全戸配

布し、11 月末の町内会長連絡協議会で𠮷井委員長が協議会の設立の趣旨や概要

を説明し、町内会長からご理解をいただく。柿崎商工会は全会員へ会員募集依

頼文書等を毎月の文書とともに送付する。建設業協会、建築組合、経営者クラ

ブへは、委員長、副委員長が個別に訪問し、会員の勧誘をする。また、各委員

はチラシを活用しながら、個別に市民へ会員や協賛金のお願いをすることとな

った。 

・今後の日程ということで、第 5 回設立準備委員会を令和 6 年 1 月 15 日に行い、

会員、協賛金の募集から約２か月経過後の応募状況や地域独自の予算の状況等

を確認し、課題があれば対応することとなった。 
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・また、協議会設立総会の日時は、まだ正式決定ではないが、令和 6 年 2 月 14

日水曜日に開催する方向となった。 

・以上で昨日行われた第 4 回設立準備委員会の報告を終わる。 

 

・柿崎空き家活かそうプロジェクト会議に参加していない委員の皆さんから質問、

意見等があったらお願いする。 

【小山委員】 

 ・会員募集をするにあたり、チラシを配布するとのことだが、次回の地域協議会

で委員に見せていただけるか。 

 

・空き家活かそうプロジェクトの委員は見ているが、他の委員は見ていないため、

本来であれば本日の会議で配るべきであった。申し訳なかった。11 月 1 日から

募集が始まるため、事務局は、空き家活かそうプロジェクト以外の委員へ、昨

日の資料一式を送付していただきたい。 

・会員募集、協賛金募集は 11 月 1 日から始まるが、広報はまだ周知していない。

11 月以降に商工会だより、町内会長便、手配り等により、募集をする。地域協

議会としては、地域協議会だよりの中でも入れていただき、区内の方には、会

員というよりは協賛という形でお願いしたいと思っている。資料を見て趣旨を

理解し協賛いただくのは、なかなか難しいと思うため、委員の皆さんからも口

コミで趣旨を理解してもらいながら、協賛金を集めることに協力をいただきた

いと思う。 

・他に意見等はないか。 

  （なし） 

・それでは次に⑶第 1 回まちづくりフォーラム実行委員会の開催結果について、

貝谷副委員長から報告をお願いする。 

【貝谷委員】 

・資料 2 により、第 1 回まちづくりフォーラム実行委員会の開催結果について 

 

・委員の皆さんから意見等はないか。 

・私から質問だが、午前 10 時から正午までの 2 時間でこれだけの内容を行うこ
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とは可能か。 

【小出委員】 

・質問については、委員会でも検討したものである。 

・「今までのまちづくりフォーラムは長すぎた。」「最後の方は疲れてお帰りにな

る方もいた。」「短くして集中して聞いていただいた方がいいのではないか。」

と、いう意見がでた。 

・また、岩野委員長から「日曜日の午後ということになると、1 日潰れてしまう

ため、日曜日の午前で終わった方が出席しやすい。」「一人でも多くの方に出席

していただくためには、午前中で終わりにした方が良いと思う。」と、いう意

見があり、皆さんの総意があったため、午前の 2 時間で行うということになっ

た。 

・2 時間となったもう一つの理由は、講演会を抜いたためである。最終処分場に

ついて、皆さんがなかなか知る機会がなかったため、そこを聞いていただくこ

とをメインにするのであれば、講演会を行うと時間が長くなり、皆さんが疲れ

てしまうため、講演会は行わないこととした。 

・また、結果的に 2 時間を越え、正午を過ぎたとしても、それは仕方ないのでは

ないかという話になった。 

 

・内容はよく分かった。内容が多く 2 時間では収まらないと思い心配した。最も

中心となる上越地区産業廃棄物最終処分場の件については、新潟県環境保全事

業団へ話はしてあるか。 

【小出委員】 

 ・これからである。 

 

 ・細かい話をしたら、これだけで 2 時間が経ってしまうため、話せる範囲で話を

していただくよう依頼してほしい。 

【小出委員】 

 ・地域協議会からの活動報告は、できるだけコンパクトにしていただきたいと思

う。 
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 ・本来は地域協議会から活動報告がメインであるが、2 時間で終わるように計画

していただきたい。 

・委員の皆さんから意見等はないか。 

 （なし） 

・それでは⑷令和 4 年度の柿崎マリンホテルハマナスにおける市及び指定管理者

の収支状況等について、産業グループ長から報告をお願いする。 

【五十嵐産業グループ長】 

・資料 3 により、令和 4 年度の柿崎マリンホテルハマナスにおける市及び指定管

理者の収支状況等について説明。 

 

・委員の皆さんから質問、意見等はないか。 

 （なし） 

・それでは、5 その他に移る。 

・事務局から今後の日程についての説明をお願いする。 

【熊木班長】 

⑴ 第 4 回明日へつなぐ事業検討委員会について説明 

⑵ 第 5 回柿崎区地域協議会だより編集委員会について説明 

⑶ 第 8 回柿崎区地域協議会について説明 

⑷ 第 2 回まちづくりフォーラム実行委員会について説明 

⑸ 第 33 回柿崎空き家活かそうプロジェクト会議について説明 

 

・次に配付物について、事務局から説明をお願いする。 

【熊木班長】 

⑴ 令和 4 年度地域活動支援事業事例集について（ご案内）について説明 

⑵ 頸城区地域協議会だより（第 45 号）について説明 

⑶ 吉川区地域協議会だより（臨時号）について説明 

⑷ 上越市男女共同参画推進センターウィズじょうえつからのおたよりについ

て説明 

⑸ 上越市男女共同参画推進センター講座について説明 
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・その他で皆さんから何かないか。 

 （なし） 

・それでは地域協議会をこれで閉会とする。 

（午後 7 時 52 分閉会） 

９ 問合せ先 

柿崎区総合事務所総務･地域振興グループ 

TEL：025-536-6701（直通） 

E-mail：kakizaki-ku@city.joetsu.lg.jp 

10 その他 

別添の会議資料も併せてご覧ください。 

 


